
クイズの解説

第11回 夜尿症（2020年2月18日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅲ ５歳＞

一般的に、夜尿を「おねしょ」と呼ぶのは乳幼児期までで、5～6歳以降は「夜尿症」という病気の可能性が考えられます。夜尿症は、アレル
ギー疾患に次いで2番目に多い慢性小児疾患で、夜尿症で悩んでいる子どもは6歳で10人に1人、10歳でも20人に1人といわれています。
何もしないで様子を見ているだけでは、1年で1～1.5割の子どもしかよくなりません。5歳を過ぎたからといって、すぐに受診が必要というわけでは
ありませんが、本人が困っていたり、家族のストレス、負担になっているようであれば、受診するとよいでしょう。

子どものおねしょで困っている保護者は多いですが、「自然に治るから」「病気ではないから」という理由で医療機関を受診されないことがあります。
しかし、夜尿症が子どもに与える精神的ダメージは、両親の離婚、両親の争いに次いで3番目に強く、いじめよりも強いということが明らかになりま
した。また、夜尿症を改善することで自尊心が回復することも分かっております。

夜尿症は専門の医師と相談しながら治療を行っていけば、治る可能性の高い病気です。普段の生活の中で、右記の項目に一つでも当てはま
る場合は、夜尿症を疑いましょう。

夜尿症受診のチェックポイント

◆ 昼間も失禁することがある

◆ 熱中しているときに漏らしてしまう
ことがある

◆ 普段から水を飲みすぎる傾向が
ある。

◆ 寝る前にいつもトイレに行くのを
忘れてしまう

＜池田裕一先生のメッセージ＞

「合宿に参加したい」「学校の宿泊体験や修学旅行を安心して迎えたい」などの子どもの気持ちを大切に、「宿泊行事までにおねしょを卒業する‼」などの目標を立て、それを達成するた
めに治療をするのが良いでしょう。子どもは自分から「病院へ連れて行って」とはなかなか言えないので、保護者が気に留めてあげるようにしましょう。子どもは気にしていなさそうと思って
いても、実際に克服するとみんな嬉しそうにしていますよ。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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